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挑戦する研究開発者たち

通信や建築などのDXに向けた
空間データ基盤

現在，手掛けている開発の概要をお聞かせいただけますか．

空間データ基盤に関する研究開発の企画から運営まで行ってい
ます．

空間データ基盤は，屋内外のあらゆる空間を安価に3Dスキャ
ン可能な技術を確立し，通信インフラ構築・運用の効率化や建築
や点検の支援，不動産内見等の実空間サービスの開発・展開につ
なげるための基盤です．

少子高齢化等により，インフラを維持管理できる技術者の減少
が進む中で，通信や建築などをはじめとしたさまざまな業界でさ
らなる業務の効率化が求められています．特に，実空間がかかわっ
てくる分野では，さらなる効率化のためには，実世界の空間の形
状を正確に把握し，適切に活用することが重要になります．例え
ば，通信業界では，携帯電話の基地局（基地局）周辺の地形や建
物の配置を把握し詳細に分析することで，基地局の位置の最適化
が可能となり，空間の隅々まで従来よりも効率的に電波を届ける
ことができると考えています．また，建築業界では，現場の状況
を3Dスキャンすることで，工事の進捗状況をリアルタイムで把
握できるようになり，遅れ等の発生の場合は必要に応じて迅速に
対策を講じることが可能となります．さらに，構造物の劣化具合
を正確に把握することで，修繕が必要な個所を特定し，効率的な
修繕計画を立てることも容易になります．

しかし，このような精密な3Dスキャンを行うためには，従来，
LiDAR（Light Detection And Ranging）と呼ばれる光を照射し，
その反射によって距離を測定する特殊なセンサが主に用いられて
きました．このセンサは自動運転技術の発展などにより低価格化
が進んでいるものの，それでも数百万円を超える製品が主流であ
り，その運用には専門的な知識も必要とされるため，現場での活
用には敷居が高い技術でした．空間データ基盤では，このような
高価なセンサを使用せずに，市販されているカメラを利用するこ
とで安価に精密な3D空間をスキャンできることをめざしています．

空間データ基盤では，まず空間をカメラでくまなく撮影し，撮
影された動画からカメラの撮影位置を推定し，3Dシーンの再現
を行います（図 1 ）． 

3Dシーンの再現においては，Gaussian Splatting（GS）（1）と
いう，「拡散」を伴う 3 次元点群によって3Dシーンを再現する技
術を活用しています．GSは，①カメラで撮影した動画から非常
に高精細な3Dシーンを再現可能，②従来の手法と比べてレンダ
リングコストが低いため，汎用PCで高解像度映像のリアルタイ
ムレンダリングが可能，③点群データ（＋拡散パラメータ）で構
成される高精細な3Dモデルであるため，これまでの点群処理技
術や画像解析の技術の適用が可能，といった特長があります．

さらに，GSのためには，空間をさまざまな角度でくまなく撮
影する必要があるのですが，通常のカメラで撮影するのには大き
な時間と労力が必要となります．そこで，私たちは，全方位を同
時に撮影可能な全方位カメラに対応した新たな3Dスキャンシス
テムを開発しています．もちろん，スマートフォンやドローンの

　最近3D表示のカーナビ，電柱や道路等のインフラ設備の点検，不動産物件
の内見，XR（eXtended	Reality），屋内のナビゲーション等，空間データを
活用したサービスが数多く登場しており，AI（人工知能）の高精度化により，
空間データの利用価値はさらに向上することで，こういったサービスもさらに
多様化 ･ 高度化していくことが予想されます．多くの可能性を秘めた空間デー
タの活用を促進するための基盤が，NTTドコモが開発中の空間データ基盤です．
NTTドコモ　サービスイノベーション部　山田渉氏に空間データ基盤による
空間活用の可能性と高度技術者育成，好奇心を持って前向きに取り組み，チャ
レンジする思いを伺いました．

NTTドコモ
サービスイノベーション部　担当課長

山 田 　 渉 W a t a r u  Y a m a d a

好奇心を持って前向きに取り組み，
チャレンジしてめざす空間データ
基盤と高度技術者育成X-Lab

URL https://journal.ntt.co.jp/article/33799

DOI https://doi.org/10.60249/25051201
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カメラなどにも対応しており，手持ちの全方位カメラでは撮影が
難しい屋外の広大な領域などにも柔軟に対応することも可能です．

また，全方位カメラに電波情報を収集可能なスマートフォンを
取り付けて空間のスキャンを行う，3Dスキャン技術と電波測定
を組み合わせた技術（図 2 ）の開発にも取り組んでいます．この
技術は，図 1 の全方位カメラでの撮影の際に，スマートフォンで
電波強度などを測定しながら，撮影を行います．そしてカメラ位
置推定により，各電波強度がどこで取得されたものか明らかにな
るため，再構成した3Dシーンに収集したその電波情報を重ねて
表示しています．これにより，空間中のどの地点が電波が強く，
または弱いのかが可視化され，基地局配置の改善に活用できると
考えています．将来的には3Dシーン中で電波シミュレーション
を行うことも検討しており，6G（第 6 世代移動通信システム）
時代に増加が予想される基地局について，効率的な設置・運用が
可能になると考えています．

さらに，現在は静止した環境で 1 台のカメラを動かして撮影し
て静的な3D化を行っていますが，大量のカメラを配置すること
で動的な環境の3D化の実現に向けた検討をしています．これは
例えば，スポーツやライブ会場などに多くのカメラを配置し，撮
影した映像から3Dシーンを復元することで，イベントを好きな

位置から視聴することが可能になります．このように，静的な3D
シーンだけでなく，時間情報も加わった動的なシーン，つまり 4
次元のシーンを再現可能にすることで，新たなユーザ体験をもた
らすサービスの提供もめざしています．

X-Labとはどのような取り組みなのでしょうか．

X-Labとは，競争力のあるサービスの研究開発に必要な，高度
な技術者の育成を目的として，2021年10月に創設した，組織横断
型のOJT型の育成施策です．私自身もNTTドコモで研究開発を
している中で，さまざまな論文をトップカンファレンスと呼ばれ
る権威ある国際会議で発表し，またそれらの技術を事業化する過
程で多くのことを学びました．このような経験と学びを後進に伝
えたいと思い，データサイエンスのトップカンファレンスである

「KDD」での論文発表や，KDDで行われる世界最高峰のデータ分
析競技会「KDD Cup」において，2019年に「Regular ML Track 
Task2」部門でNTTドコモが 1 位を獲得したときにチームを率い
たデータサイエンティストの落合桂一と 2 人で本企画を始めまし
た．また，2025年からは，さらにメンターとしてロボット系のトッ
プカンファレンスのICRAをはじめとしたさまざまな国際会議で

全方位カメラの映像

撮影機材 撮影風景 切り出し後の画像

①全方位カメラでの撮影 ②画像の切り出し

推定された各画像のカメラ位置

③カメラ位置推定

３次元再構成された空間

④3次元再構成
(Gaussian splatting)

図 1　全方位カメラを使った空間データの作成の流れ

測定された
電波強度

電波測定アプリ
を動作させた
スマートフォン

全方位カメラ

(a) (b)

図 2　3Dスキャン技術と電波測定を組み合わせた技術

（a）　撮影と電波測定機材 （b）　空間データと電波測定データを重畳描画した例
（赤色の濃い部分が電波強度の高い地点）



2025.538

挑戦する研究開発者たち

発表した研究者である北出卓也も加わりました．
X-Labでは革新的なサービスの創出に向けて，新技術構想から

著名な国際会議での発表，事業部提案・事業化まで一連の業務を，
それらの経験がある私たちが直接，伴走しながら実施します．参
加者は毎年10名程度で，トップカンファレンスでの発表や「技術
発の事業創出」に興味ある社員を，各R&D組織から希望制で募っ
ています．

指導は，大きく講義，実践，交流の 3 つのフェーズで行ってい
ます．講義では，メンターである私たちが今まで学会投稿や事業
化で得た経験を基に作成した資料で研究開発方法について説明を
します．この資料は，研究のアイデア出しから実際の研究方法，
さらには論文執筆のコツなど多岐にわたっており，参加者はこの
資料を基に効率的に研究開発のノウハウを習熟していきます．

しかし，講義だけでは，実際に研究を形にすることは難しいため，
次のフェーズとして実践での学びになります．この実践では，参
加者に研究のアイデアを考えてもらい，それについて私たちが逐
次アドバイスし，アイデアから研究へと昇華し，論文投稿や，事
業化をめざします．これによって机上で学んだ研究の進め方を実
際に身につけてもらいます．

最後は，交流です．X-Labでは，定例をはじめとしたさまざま
な機会で参加者どうしがコミュニケーションする機会があります．
X-Labで研究しているテーマは非常に多様です．ロボットの光学
マーカーの研究や，ワークエンゲージメントの推定や，ポイント
投資の銘柄推薦，新しい音声コミュニケーション，ネットワーク
品質推定などです．このような多様なテーマについて，メンバー
どうしで互いにアドバイスを行い，議論をすることでコミュニティ
の中でさまざまな考え方や視点を学び合うことができます．さら
に，普段の仕事では，自部署内のコミュニケーションに閉じるこ
とが多い中で，さまざまな部署からの参加者が，組織の壁を超え
たつながりを生む機会にもなっています．

こうした取り組みの結果，著名な国際会議であるICRAやCHI，
UISTなどをはじめとしたさまざまな国際会議や論文誌での採択，
情報処理学会 山下記念研究賞を受賞などの多くの研究成果を出
しています．また研究だけでなく，本取り組みで開発した技術が
メディアや自治体や他社の注目を集めて，日本テレビの『世界一
受けたい授業』で紹介されたり，実証実験にもつながっています．
さらにX-Labに参加している方の中には，さらなる専門性を得る
ために，会社の支援のもとで大学院の博士課程に進学している方

もいます．

趣味の「ものづくり」と「ハッカソン」
の挑戦がスキルの成長に活かされた

開発者として研究開発の経験について教えてください．また，
研究開発のテーマが変わることによるスキルのフォローはど
のようにしてきたのでしょうか．

私は2012年にNTTドコモに入社し，先端技術研究所に配属さ
れた後，2023年 7 月にサービスイノベーション部に異動するまで，
組織改編を伴いながら，研究所の流れを引き継ぐ組織で技術開発
を担当してきました．専門技術はHuman-Computer Interac-
tionというユーザインタフェースで，図 3 に示す浮游球体ドロー
ンディスプレイ，羽根のないドローン，超広視野角VR（Virtual 
Reality）ゴーグルなどの技術，そして現在の空間データ基盤と，
さまざまな分野の技術開発に取り組んできました．中でも浮遊球
体ドローンディスプレイは，報道発表後，国内メディアだけでなく，
英国のBBCやフランス通信社など海外からの取材も来るほどの
反響がありました．そして，著名な音楽番組の生放送での利用や，
東京オリンピックの聖火リレーの演出の一部にも採用されました．
また業務だけでなく，東京大学大学院学際情報学府の博士課程に
も進学し，研究についての理解を深めました．また2024年度に同
博士課程を修了し，大変，光栄なことに同専攻の総代に選ばれま
した（写真）．ただ，博士課程の修了までの道のりは決して平坦
でなく多くの苦労がありました．その試行錯誤の経験もX-Labの
指導で活きていると考えています．

また私が専門としている研究では，電気回路からプログラミン
グ，機械学習などの多様なスキルが求められます．こうしたスキ
ルは個々の研究テーマに取り組む中で勉強してきました．元々，
私はプログラミングや電子工作等をはじめとするものづくりを趣
味にしており，ドローンも世の中で今ほどに話題になる前から自
作していました．さらに，ハッカソンへの参加も趣味にしており，
NASA Space Apps や Junction Asia，TechCrunch Tokyo 
Hackathonなどのさまざまなハッカソンで賞をいただいてきま
した．これらの経験をとおして，研究だけでなく，短期間の集中
的な問題発見や開発などの実践的なスキルも習得することができ，
これも現在の業務やX-Labにおいて大いに役立っています．

浮遊球体ドローンディスプレイ 羽根のないドローン 超広視野角 VRゴーグル

図 3　これまで取り組んできた技術開発
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好奇心を持って前向きに取り組み， 
チャレンジする

開発において大切にされていることは何でしょうか．

好奇心を持って前向きにチャレンジすることが大切です．空間
データ基盤プロジェクトでPM（Project Manager）になりまし
たが，チームメンバーにもこれを説いており，そのための環境づ
くりもしています．技術はどんどん進化を続けていくため，技術
者として好奇心がないと，技術の進化に取り残されて，そこで成
長が止まってしまうと考えているからです．

現在，開発を進めている空間データ基盤では，通信関連業務の
さらなる効率化やビル，インフラの維持管理の効率化や，空間デー
タを使った新サービスの創造などを狙っています．ただし，これ
らの実現は容易なことではないため，さらなる技術力の向上が必
要となります．そのため，チームメンバー一丸となって取り組む
とともに，好奇心を持って技術を高めて挑戦していきたいと思っ
ています．

後進へのメッセージをお願いします．

私は，研究者や開発者にとってもっとも大切な素養は好奇心だ
と考えています．

X-Labでは，研究とは「未開の領域の地図をつくること」に似
ていると伝えています．研究の過程を例にとると，先行文献とい
う既存の地図を見ながら自分の立ち位置や周辺の領域を探ったり，
まだ開拓されていない領域を見つけたり，あるいは，行き止まり
にぶつかりながらも回り道をして進み，後進の技術者が迷わない
ように地図として残す，といったようにその過程は地図づくりに
非常に似ています．実際の研究においては，前に進むために技術
力も大事ですが，それ以前に未開の領域へ踏み込む勇気や先を知
りたいという気持ち，好奇心が不可欠なのです．私は，そうした
気持ち，つまり好奇心を大切にし，決してそれを止めないでほし
いと伝えています．今取り組んでいることが将来どうなるか分か
らず，不安に感じることもあるかもしれません．しかし，本当に
自分が興味を持ち，信じられるものならば，それはきっと他者にとっ
ても魅力的なものであり，とことん突き詰めてほしいと思います．
逆に，自分が本当に興味を持てないことに取り組むと，研究その
ものが苦しくなるだけでなく，そうして生まれた技術も他者にとっ
て魅力的なものにならないことが多いのです．

さて，少し話は変わりますが，無線通信の根幹原理である電磁
波の存在を証明した研究者をご存じでしょうか？　その偉大な研
究者こそ，周波数の単位「Hz」の由来にもなったハインリヒ・ヘ
ルツ氏です．1885年に行われたヘルツ氏の電磁波の実証実験は，
1864年に発表されたマクスウェルの方程式が予言した電磁波の存
在を証明するためのものでした．この実験の成果により，電磁波
の存在は見事に証明されました．しかし，当時ヘルツ氏自身は「こ
の実験が何の役に立つのか？」と尋ねられた際，「理論の証明を

するための実験であり，実用的な目的はない」と答えたと伝えら
れています．ところが現在では，無線通信のための電磁波は世界
中を駆け巡り，巨大な産業として確立し，もはや社会に不可欠な
存在となっています．さらに，ヘルツ氏はこの実験を10年ほど温
めていた形跡があるともいわれています（2）．つまり，無線通信と
いう偉大な発明は，ヘルツ氏が自身の興味に従い，時間をかけて
とことん突き詰めた結果，生まれたのです．
「好きこそものの上手なれ」という言葉がありますが，特に技

術の世界では，義務感で研究をしている人は，好きでやっている
人には敵わないと思います．もし現段階で「好きなこと」「興味
のあること」が見つかっていないならば，ぜひさまざまなことに
挑戦し，自分が夢中になれるものを探してほしいです．

未来がどうなるかは誰にも分かりません．だからこそ，自分が
興味を持てることをとことん突き詰め，それを会社の中だけでなく，
世界に向けて発信していってほしいと思います．そして，無線通
信のように「世界中のどこでも使われ，当たり前になった技術」
を生み出す偉大な人物が，未来の技術者の中から誕生することを
願っています．

■参考文献
（1）	 B. Kerbl, G. Kopanas, T. Leimkühler, and G. Drettakis: “3D 

gaussian splatting for real-time radiance field rendering,”  
ACM Trans. Graph., Vol.42, No.4, 139-1, 2023.

（2）	 https://kitnet.jp/backup/article/21/a21.html

写真　学位記授与式の様子
撮影　東京大学本部広報課
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シリコントランジスタを用いて単一電
子の制御と検出を可能にし，高性能デ
バイスの開発と消費エネルギー削減
をめざす
テレビやPC，スマートフォンなど多くの身近な家電には半導体が使用されて
います．半導体デバイスの中で，電気信号増幅やスイッチングなどの重要な役
割を持つのが「トランジスタ」です．また，近年注目されているAI（人工知能）
は高速処理を必要としており，それにより半導体性能の飛躍的な向上に貢献し
ています．しかし，AIなど新しい技術やサービスの発展には膨大な電力が必要
となることから，今後のサステナブルな発展には消費電力を抑制する新たな対
策が必要です．今回は単一の電子を室温で制御できる世界唯一のトランジスタ
を実現し，半導体の消費電力を削減する革新的な技術の開拓をめざしている西
口克彦特別研究員にお話を伺いました．

◆PROFILE：2002年東京工業大学大学院理工学研究科電子物理工学専攻博士課程修了．同
年，日本電信電話株式会社に入社．現在に至るまで，低消費電力化・新機能化をめざしたナ
ノ構造のシリコンデバイスの研究に従事．2008年フランス国立科学研究センター客員研究員．
2012～2013年デルフト工科大学（オランダ）客員研究員．2015年東京工業大学客員准教授．現
在，量子電子物性研究部，ナノデバイス研究グループリーダ特別研究員． 2013年応用物理学
会優秀論文賞，2013年度科学技術分野の文部科学大臣表彰若手科学者賞，2023年 MNC2023 
Most Impressive Presentation Award．

NTT物性科学基礎研究所
特別研究員

世界で唯一の技術「電子 1 個=1 bit」とするシ
リコンデバイス

■どのような研究をされているのか教えてください．
テレビなどで半導体という言葉を耳にする機会があると思いま

す．本来，半導体とは主としてテレビやスマートフォンなどで使
われる「計算する部品（デバイス）」を構成する材料を表す言葉
なのですが，今や部品や産業全体の総称となるほど大きな意味を
持つ言葉になりました．

その半導体は，トランジスタという，電子の流れを制御するス
イッチの寄せ集めで成り立っており，半導体の性能を上げるには
装置の中にトランジスタをたくさん詰め込み（集積），計算処理
の性能を上げるのが一般的な方法です．そのため，最先端の技術
といわれているスマートフォンの中には190億個以上ものトラン
ジスタが入っています．

しかし，トランジスタは，バイオテクノロジのように生命の力
を借りて乳酸菌を大量に培養するような方法では増やせません．
トランジスタは板や薄いフィルムを削ったり，加熱したりといっ

た高度に人工的な工程によってつくられるため，単純に集積数を
増やすことが非常に難しいのです．その結果，製造コストが高く，
工場の建設には何千億円，時には兆円単位の投資が必要とされ
ます．

ほかにも大きな課題があります．現在はAI（人工知能）が注目
を集めており，世界中の多くの人がAIサービスを利用しています
が，AIサービスの裏側では最先端の半導体を使ってAIに「学習」
をさせています．その学習を 1 回実施するだけで原子力発電所 1
基分に相当する電力を消費しており，AIの高度な機能と引き換え
にすさまじい電力が必要になっています．また，ユーザがAIで検
索した際には，学習した結果を基に答えを推定しているのですが，
そのエネルギーも従来の検索方法に比べ 1 桁大きいといわれてい
ます．身近なもので例えるならスマートフォンで 1 回の検索（情
報取得）をするだけで，バッテリの 3 分の 1 ぐらいを使用するよ
うなものです．今後も，AIを使ったさまざまなサービスや社会発
展が期待されている一方，その消費電力量の削減が今後の大きな
課題になるといわれています．

AIの電力消費に対する課題を解決するためには，発電量を増や

西口克彦 K a t s u h i k o  N i s h i g u c h i

URL https://journal.ntt.co.jp/article/33797

DOI https://doi.org/10.60249/25051301
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すことと，半導体の消費電力を下げることが必要になります．米
国では発電量を増やすため，1979年に発生した事故以降稼動を停
止しているスリーマイル島原子力発電所の運転再開や，小規模の
原子力発電所の活用，または広大な土地を利用した太陽光発電な
どの再生可能エネルギーの活用が積極的に検討されています．一
方，日本では同じ取り組みが可能であるかは未知数ではあります
が，電力供給については避けて通れない課題です．このような背
景のもと，半導体の消費電力を削減する重要性が高くなってい
ます．

そこでNTTでは，新しい原理を用いて消費電力を劇的に下げ
る取り組みをしています． AIサービスを例に消費電力を下げる
ことの重要性を述べましたが，消費電力を劇的に削減することで
新たな効果が期待できます．例えば，水や体温から得られる極め
て小さいエネルギーで動く，バッテリを必要としない半導体といっ
た未来も訪れるかもしれません．ただ，そのためには今の技術の
発展ではなく大きなブレークスルーが必要で，10年レベルでの長
期スパンで研究を行っています．

ブレークスルーに向けて，具体的には電子 1 個を1 bitとして
動作させる単一電子デバイスをつくっています．コンピュータな
どで使う 2 進数の情報の単位をbitと呼ぶのですが，それを通常
は10万個とか100万個の電子により，「 0 」か「 1 」という 2 進数
の情報として表現します．つまり電子を100万個使おうが，結局
0 か 1 の情報しか表せないということになります．

私たちは従来の電子100万個で 1 bitではなく，電子 1 個で 1  
bitを表すことで消費電力の削減を実現しようとしています．電
子 1 個で 1 bitを表すこと自体とても難しいのですが，非常に小
さいトランジスタをうまく使うことで電子 1 個を動かし，それを
正確に読み出すことで 1 bitを表すことが可能になります．一例
としてはとても小さな消費電力で電子 1 個を 1 bitにしたデジタ

ル-アナログ変換回路やパターン認識回路が実現しています．また，
電子 1 個を読み出す性能をセンサとして使えば，血液中のイオン
を識別することも可能になります．

この電子 1 個を扱う研究は，一般的にはマイナス270 ℃など非
常に低い温度で行う必要があるとされていましたが，15年ほど前，
NTT独自の技術を使って世界で初めて電子 1 個を20 ℃前後の室
温環境で操作できるようになりました．これは今でも世界でNTT
だけしかできない技術といわれています（図 1）．

室温環境で操作できることがなぜ重要かというと，そもそも温
度をマイナス270 ℃まで下げるのにも電気やエネルギー，もちろ
ん費用もかかります．また，今の半導体では，そのまま温度を下
げても，上手く動作しないことも分かっており，新たな半導体製
造技術が必要になります．

室温で電子 1 個を操作するためには，デバイスをナノメートル
（100万分の 1 ミリメートル）まで小さくすれば，これが可能とな
ります．前述のとおり，トランジスタは材料を削るなどの加工に
よって人工的に作成しますが，NTTでは，そのような小さなサイ
ズまで加工する技術を長年培っていたので，世界に先駆けて室温
で電子 1 個の操作を実現できました．

しかし，その実現により見えてきた課題もあります．それは，
加工精度に関するものです．私たちはシリコンという材料を使っ
てデバイスをつくっているのですが，ナノメートルというサイズ
では，材料の最小単位であるシリコン原子がせいぜい数10個ぐら
いしか存在しません．このため，トランジスタを加工するときに
目標より原子を数個多く削ってしまうことで，デバイスの特性が
大きく変わってしまいます．原子 1 個レベルで正確に加工する技
術がないわけではありませんが，億単位のデバイスを量産するレ
ベルでは，今の世の中には存在しません．

現在，私たちは電子 1 個を操作することに成功していますが，

単一電子デバイス ～単一電子を操作～

Φ10nm

格子間隔
3.1A

Si

図 1　世界で唯一の単一電子デバイス
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このような理由から近い将来においても，デバイスを集積化する
ということは容易ではないと考えています．しかし，20年前は室
温での動作は極めて困難といわれていた中，それを実現したこと
は技術的可能性を示した大きな意味があると考えています．また，
この技術が実現できたことをきっかけに，半導体の消費電力を下
げる別の視点を見つけたのですが，その証明には私たちのデバイ
スが極めて重要であることも分かり，現在は違うアプローチによ
る低消費電力化に取り組んでいます．

■研究環境や研究チームについて教えてください．
埃等が極めて少ないクリーンルームという大きなスペースで多

くの装置や薬品を使ってトランジスタを作製しています（写真）．
多くのノウハウと経験を頼りに半年ほどかけて作製するのですが，
研究者自らがほとんど手作業で作製しており，NTT研究所の中で
も珍しいグループだと思います．一方で，例えば，新しい構造の
デバイスをつくるときなどは，自ら積み上げた経験を活かせるこ
とから，外部の研究グループとの差異化につながっていると考え
ています．

作製したデバイスは，電流計などの測定機器を用いて評価しま
す．評価では，ねらった性能が得られているのか，予期していな
かった未知の性能が現れていないかなどを，さまざまな手法によ
り調べていきます．この過程で，動作原理などもっとも本質的な
要素を理解することで，デバイス性能の向上や，新たな性能を生
み出しコントロールすることなどが可能となります．そのためには，
世界中の先人たちにより何10年も蓄積されてきた学術的な知見や
工学的な知見を活用し，今の技術に展開することが重要になりま
す．実際に，ごく最近の半導体技術の中には，数10年前の技術を
リバイバルさせた例も数多くあります．このように，デバイス評
価は作製とは別の難しさがある半面，研究者としての成果が見え
てくるクライマックスともいえます．

■本研究ならではの強みや特性を教えてください．
まだ世界で私たちしかできていない，室温環境で単一電子デバ

イスをつくれることが大きな強みです．ほかにもマイナス270 ℃
でしかできないと考えられていた理論にのっとった究極的な動作
検証が，室温でも検証できることです．これは私たちにとっても
非常に大きいメリットで，世の中では極低温でしかできないと理
解されていることが多い中で，実際に室温で操作することで判明
する汎用性の高い理論がとても大切なのだと気付くことができま
した．

また，私たちの単電子デバイスはシリコントランジスタを改良
したものです．シリコントランジスタは，多くの企業や大学，研
究機関などから見出されたさまざまな優れた技術や知見を寄せ集
め，半導体企業が技術を成熟させて製品につなげています．その
ため，私たちが見出した技術や知見だけでは高性能な半導体が実
現できなくても，例えば低消費電力化技術として半導体に組み込
むことで世の中の役に立てるのではないかと思っています．同様
な研究は，超電導材料や光を使う技術でも行われていますが，そ
ういった観点では，シリコンを使うこと自体が大きな強みかもし
れません．

これまでの研究を理論化し，特許取得と汎用拡
大をめざす

■これからの展望や解決すべき問題を教えてください．
回路などの消費電力を下げることが目的ですが，現状の立ち位

置としては世界唯一の単一電子デバイスがあることは大きな強み
で， 3 〜 4 年前からはそのデバイスによるツールを使って，消費
エネルギーを削減する方法を学術的な観点から見出しています．
ゴールまでの距離が感覚的に少し遠くなっているかもしれません
が，得られた知見はそのゴールに行くための汎用的な知見になる
と期待しています．前述のとおり電子 1 個を 1  bitとする展開は，
加工精度の観点から難しいことは分かっていますが，一般的な半
導体に適用できる汎用的な技術を見出すことができれば，加工精
度の課題に悩むことなく低消費電力化ができるのではないかとい
う期待があります．

私たちが取り組んでいる分野では年間何100本も論文が出てく
る分野ですが，その中で私たちが得意とする半導体やデバイス分
野の表現を使う論文は年に数本あるかないかのレベルです．理論
論文は，基本的には汎用的な理論を提供しているはずなので，そ
れを半導体にも活用できるのですが，例えば日本語しか分からな
い私にいきなりスペイン語で話されているような感覚で，その理
論を半導体に展開することの難しさを感じています．

その難しさに対峙するのに助かっているのは，ほかのグループ
メンバとの協力関係です．理論論文を読み解くことが得意なメン
バもいれば，同じ論文に対し興味を持つポイントが異なるメンバ
もいます．これは，大学時代を含め，これまでの研究活動の違い
によるところだと思っているのですが，これら個々人が得意とす
ることが上手く絡み合うことで，得られる成果が膨らんでいると写真　クリーンルームでトランジスタ作製の様子
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感じています．グループリーダとなった私ですが，論文を書いて
学会発表をする際には，いまだに私の未熟な理論面は得意なメン
バに助けてもらい，また成果の価値を高めるためのアドバイスを
メンバにもらいながら活動しています．

そして，最近になってようやく理論を半導体に展開する方法が
見えてきて，成果が出てきたところです．とはいえ，まだまだ私
たちが求める世界には届いてはおらず，そのためいくつもの壁を
乗り越える必要があります．ただ，この壁を乗り越えることがで
きれば，半導体産業への波及効果は大きいと考えています（図 2）．

■研究者・学生・ビジネスパートナーの方々へメッセージをお願
いします．
私たちの研究所には，フランスやカナダ，米国の大学から学生

がインターンシップで来ており，一緒に研究しています．海外か
らの学生たちは，元々この分野に長けているわけではないのにか
かわらず，半年ぐらいで論文が書けるレベルの成果を出してきま
す．ある学術論文の賞を取った例もあり，貴重な戦力になってい
ます．一方，私はある大学に講師として行っているのですが，そ
この学生たちは計算式を解くことや物は知っているのですが，こ
うしたインターンシップの学生と比較して，問題解決力に物足り
なさを感じており，危惧しています．

海外の学生と日本の学生の違いは，例えば，ある研究に取り掛
かるとき，海外の学生は，その研究の価値や本質をしっかりと理
解しようとする印象が強くあります．自分が得意としている分野
ではなくても，分からなければ勉強して理解しようとします．そ
うしてから実際の研究に取り組むため，自発的に何をすべきか考え，
問題に遭遇したときも解決のための思考ができるのではないかと
思います．研究の価値や本質をしっかりと理解できていないと，
自発的に動くことができません．日本の学生は，単位を取るため

に授業に出ているのではないかと思える学生や，興味を示さない
のは授業の内容が悪いからだと転嫁する学生の存在を感じます．
ただ，大学は知識を習得し，物を考える場所だと私は信じている
ので，授業への興味の有無に関係なく， 1 カ月必死に調べ・考え
てレポートに取り組むくらい「骨のある授業」が必要なのではな
いかと思っています．

こうした背景から，学生の皆さんには大切な大学時代を「しっ
かりと勉強し，物を考える貴重な時間」と思って過ごしていただ
きたいです．今の時代，自分のキャリアを高めることが重要で，
キャリアを高めれば，どの会社に行っても活躍できますし，会社
という枠に捕らわれず自分で道を切り拓くことができます．その
ためには大学生活をどのように過ごすかということが重要である
ことを知ってほしいと願っています．

■ビジネスパートナーの方に向けてメッセージをお願いします．
10年前に，電子を 1 個動かせる技術ができたのをご存じなかっ

た人がいるのではないでしょうか．これは，私たちのアピールが
足りなかったと反省しています．学会などでいろいろな分野の方
に，こういった技術がすでにあることをアピールできていれば，
結果的に汎用性がさらに上がると思っています．

この業界の流れをみても，私たちが行っている「モノをつくる
際の，設計の重要性」は間違いなく高くなっており，理論化して
その知見をIP（知的財産・特許など）というかたちで出せるよう
にしたいと考え，現在は理論の分野にも取り組んでいます．そし
て製造工程や製造方法など，IPの理論的な部分に加えて実際に使っ
てもらえるように整備して，私たちの知見を活用してもらい，皆
様の研究に役立てていただければと思います．

物性研でのデバイス（半導体）研究

微小ランジスタ
100nm 【(情報)熱力学】
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(Nat. Commun. 2017)
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図 2　NTT物性科学基礎研究所でのデバイス（半導体）研究
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幅広い事業領域（総務・FM・ワークプレイス・保険・
EHS）を活かし，複合型ソリューションを展開 

■設立の背景と会社の概要について教えてください．
NSFエンゲージメントは，NTTファシリティーズとソニーコー

ポレートサービス（現ソニーピープルソリューションズ）の合弁
会社として，2019年 5 月に誕生しました．ソニーの“働く場”を支
えてきた「総務の専門家集団」が母体となり，NTTファシリティー
ズとの合弁により，働く場の進化と社会的課題の解決にチャレン
ジしています．NSFエンゲージメントという社名は，New 
Standards for Engagement の 略 で す．VUCA（Volatility，
Uncertainty，Complexity，Ambiguity）時代といわれる，将
来を予測するのが難しい今こそ， “社員エンゲージメント”がます
ます重要になってきます．私たちは「日本の総務を再定義する」
というミッションのもと，「場から人をエンゲージメントする」
をビジョンに掲げています．約500名の社員が「働き方とオフィ
スの変革」「環境負荷とエネルギーコストの低減」「多様化する災
害リスクへの対策」など専門性の高いソリューションを提供する
ことで，従来の総務の枠を越えた新しい Standardsを創造し，“総
務を進化”させ，お客さまのパートナーとして新しい価値を生み
出しています．

■どのような事業展開をしているのでしょうか．
『これからの「働く」をつくる，支える．～ハイブリットワー

ク時代の「働く」をコンサルティングから運営まで～』をコンセ
プトに，「総務サービス」「ワークプレイスソリューション」「ファ
シリティソリューション」「空間ソリューション」「リスクソリュー
ション」「保険ソリューション」と，幅広い領域を活かした複合
型ソリューションを展開しています．企業の働き方が多様化する
中で，オフィスは単なる業務スペースではなく，リアルなコミュ
ニケーションを通じたイノベーション創出の場としての役割が強
まっています．そのため，社員エンゲージメント向上を軸に，働
く環境の最適化を支援するさまざまなサービスを提供しています
（図 1）．
「総務サービス」は，働く場であるオフィスを充実させるために，
社員食堂・売店・飲料販売機などの飲食にかかわる，生活支援サー
ビス提供やイベント企画，運用サポートなど，社員エンゲージメ
ント向上につながる提案を行っています．
「ワークプレイスソリューション」は，中長期的な拠点戦略の
策定から，オフィス設計・空間デザイン・イベント企画運営まで
を手掛け，時代に合った働きやすい空間づくりを支援しています．
お客さまの抱える課題の本質に迫るクリエイティブディレクショ
ンを提供するほか，プロジェクトマネジメントを通じて品質・コ
スト・スケジュールの最適化を図ります．また，福岡ではスモー
ルオフィス事業「Mol.t」も展開しています．
「ファシリティソリューション」は，①省エネルギー推進サー
ビス，②BCP（Business Continuity Plan）アシストサービス，
③FM（Facility Management）-DX（Digital Transformation）

NSF エンゲージメント
梅澤恭太社長

コロナ禍を経て，オフィスへの回帰が進み，リモートワークとオフィスワークを組み
合わせた，ハイブリッドワークが普及してきました．こうした環境において，NSFエンゲー
ジメントは，オフィスは単なる業務スペースではなく，リアルなコミュニケーションを
通じたイノベーション創出の場としての最適化をめざして「戦略総務」を提唱しています．
「総務を進化」させていくことで，社員エンゲージメント向上をはじめとしたお客さまの
パートナーとして付加価値向上に貢献しています．NSFエンゲージメント梅澤恭太社長
に，「戦略総務」の役割と，従来の「管理総務」から「戦略総務」への進化をめざす考え
について伺いました．

株式会社NSFエンゲージメント
https://www.nsf-e.com/

経営者と同じ目線に立ち，課題の発見，解決
策を提案．「戦略総務」でお客さまの変革をサ
ポート

URL https://journal.ntt.co.jp/article/33795

DOI https://doi.org/10.60249/25053001



2025.5 45

NSF Engagement

グ
ル
ー
プ
企
業
探
訪

推進サービス，④PM（Procurement Management）/CM
（Construction Management）サービスの 4種類のサービスに
より，サービス工場・建物での老朽化対策や省エネルギー対策，
ファシリティ業務効率化などの課題解決に向けて，お客さまに寄
り添った課題対応をサポートします．
「空間ソリューション」は，①受付業務の総合DXソリューショ
ンである「coe's concierge」，②ホテリング機能（座席予約機能）
にレコメンド機能を付加したハイブリッドワーク支援サービス「ス
マートホテリング」により， 1人ひとりの抱える課題から，世の
中に広がる課題までに向き合い，「場」に新しい価値と今までに
ない解決を届けます．
「リスクソリューション」は，①リスクアセスメントからはじ
める防災コンサルティング，②“場に適した”・“場で考える”EHS
（Environment，Health，Safety）活動の提案，③災害時にワー
クする体制・計画（BCP）の提案，の 3つの活動により，環境の
変化や気候変動による災害など，変化する企業活動のリスクに迅
速かつ柔軟に適応し，企業内にリスク低減活動を根付かせるソ
リューションを提案します．

「保険ソリューション」は，法人向けと社員・個人向けがあり
ます．法人向けは，リスク分析・戦略構築のサポートを行い，最
適な補償の設計・調達を支援します．社員・個人向けは，お客さ
ま各社の福利厚生保険制度の設計・調達・運営に至るまで，最適
なソリューションを提供します．

■市場環境はどのような状況でしょうか．その中，どのよう
な事業に注力されていますか．その具体的な事例も教えて
ください．
新型コロナウイルスの感染拡大を機に，在宅を中心としたリモー

トワークが浸透しました．その後，新型コロナウイルス感染症の
5類感染症移行に伴い，オフィスへの回帰が進むことで，リモー
トワークとオフィスワークを組み合わせた，ハイブリッドワーク
が普及してきました．リモートワークの拡大期においては，社員
の帰属意識や企業文化の醸成が課題となり，ハイブリッドワーク
への移行が進む中においても，こうした課題をベースとした社員
エンゲージメントの重要性は高まっています．また，ハイブリッ
ドワークの定着に伴い，働く場所や時間の柔軟性を確保しつつ，

図 1　NSFエンゲージメントの事業領域

ここれれかかららのの「「働働くく」」ををつつくくるる、、支支ええるる。。

～～ハハイイブブリリッットトワワーークク時時代代のの「「働働くく」」ををココンンササルルテティィンンググかからら運運営営ままでで～～
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企画，構築，運用の各フェーズで柔軟にかかわりな
がら，オフィスを起点とした課題解決と価値創造に
貢献していくことが使命

チーフクリエイティブディレクター

高野 昌幸　さん

■担当されている業務につい
て教えてください．
ワークプレイス領域を中心に，
お客さま企業のエンゲージメン
ト向上やコミュニケーション・
コラボレーション活性化等を目
的としたオフィスによる課題解決，価値創造のコンサルティング
から企画・構築・運営支援を担当しています．
お客さまと話をしている中で，「ABW（Activity Based 
Working）のオフィスを構築したが，うまく活用されない」「リモー
トワークやABWを導入したものの，エンゲージメント向上やコミュ
ニケーション活性化の方法が分からない」といった「ハイブリッ
ドワーク」や「エンゲージメント」に関するご相談を多くいただ
いています．また，こうした働き方の変化を契機とした「企業変革」
に関するご相談もあります．
これらのご相談に対して，NSFエンゲージメントの特長である，

「企画から運営まで一気通貫の支援」「先進的な知見とロールモデ
ル」「エンゲージメント向上のための多角的アプローチ」を活か
して，例えば，食堂やカフェスペースをつくる場合には，それを「昼
食時間以外はどのように使われるべきか」「企業文化にどう溶け
込ませるか」まで考え，単にオフィスを設計・構築するだけでなく，
その空間が本来の目的やコンセプトに沿って活用されることも重
視して具体的な施策を提案します．また，コミュニケーションイ
ベントの実施も単発ではなく，企業の風土や価値観に根ざしたか
たちで継続的な施策として組み込んで提案します．さらに，ハイ
ブリッドワークのオフィスづくりとして，「ワーカー視点」では
なく「チーム視点」で考えることで，「個人のABWでなく，チー
ムのABW」を提案しています（図 2）．

■今後の展望について教えてください．
近年，ワークプレイスや働き方に関する市場環境は大きく変化

企業の生産性や創造性をいかに維持・向上させるかということが
新たな経営課題となっています．
今オフィスは，単なる業務スペースではなく，リアルなコミュ

ニケーションを通じたイノベーション創出の場としての役割が強
まっています．また，社員エンゲージメントを高めるための仕組
みとして，企業のビジョンや価値観を社員に浸透させ，組織の一
体感を生み出すために，物理的な環境整備だけでは足りないとい
えます．私たちはオフィスの最適化を通じて，リモートワークに
より減少したリアルな対話の機会を創出し，デジタルツールの活
用と組み合わせたハイブリッドワーク環境を整備します．さらに，
リスクアセスメントや防災対策を強化し，企業が持続的に成長で
きる環境を提供しています．
私たちは，これからも時代の変化をとらえながら，働く場の進
化を支えるソリューションを提供していきます．

■今後の展望についてお聞かせください．
従来のような「管理総務」では，時代の変化に対応できません．
私たちは「戦略総務」という考え方を提唱し，経営者と同じ目線
に立ちながら，企業の課題を発見し，最適なソリューションを提案・
実行する支援を行っています．経営課題に直結するソリューショ
ンの企画・実行を通じて，お客さまの安定した事業基盤の確立を
支援し，提供サービスの品質向上や従業員の成長機会創出に取り
組みます．さらに，これまで蓄積してきた製造業向けFMのノウ
ハウを活かし，事業拡大を推進することで，社会に貢献していき
ます．
また，NTTファシリティーズとのシナジー効果を強化し，両者
の強みを活かした販路拡大を図ります．当社が持つ幅広い事業領
域（総務・FM・ワークプレイス・保険・EHS）を活かし，単一
のソリューション提供にとどまらず，複合型ソリューションの展
開により，さらなる収益拡大をめざします．
当社の強みは何といっても唯一無二といえる幅広い分野のソ

リューションを複合的に提供できることです．こうした多様な取
り組みにより，単なる総務機能サポートにとどまらず，企業経営
を支えるパートナーとしての存在感を高め，持続的な企業成長を
実現していきます．今後も市場変化を的確にとらえながら，積極
的な事業展開を進めていきます．

担当者に聞く
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NSF Engagement

■NTTファシリティーズ初となるファミリーデーに参画
2024年 8 月 2 日，NTTファシリティーズ（NTT-F）本社のあるグランパークで，NTT-F初となるファミリーデーが華やかに開催され，
グランパークビルで働く社員とそのご家族を対象に，100名を超える参加者が集まりました（写真）．
イベントでは， 2種類の長さのチューブとコネクタにより自由な発想でブロック遊びを
楽しめる知育玩具で，小さな作品からダイナミックな作品まで，親子でクリエイティブな
体験をしていただきました．また，約50名のお子様を 7つのグループに分け，お子様が会
社や仕事を楽しく体験できるよう，家族が働く職場での見学時間を長めに設定し，社長席
に座しての記念撮影等を行ったそうです．
NTT-FグループのNSFエンゲージメントは，このイベントを総務サービスの一環と位置
付けて，イベントの企画運営担当として事務局に参画しました．これまでのイベント運営
経験に基づく豊富な知見・ノウハウを最大限に活かし，オペレーションの企画提案に多く
のアイデアを盛り込み，皆さんの思い出に残る企画を提供でき，イベントの参加者だけで
はなく，企画運営にかかわった社員も自分が参加したかのように，とても喜んだとのことです． 

NSFエンゲージメント ア ･ラ ･カ ･ル ･ト

図 2　「個人のABWでなく，チームのABW」の提案

写真　ファミリーデー

しています．リモートワークが定着する一方で，オフィスの価値
を見直す動きも強まっており，単なるワークスペースではなく「企
業文化やチームワーク，コミュニティの拠点」としてのオフィス
のあり方が求められています．
こうした環境の変化を踏まえ，私たちはオフィスを単なる「働

く場所」ではなく，企業文化を醸成し，社員が自然にエンゲージ
メントを高められる場へと進化させる支援を強化していきます．
そのために，企画，構築，運用の各フェーズで柔軟にかかわりな
がら，オフィスを起点とした価値創造に貢献していくことが私た
ちの使命だと考えています．
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複数企業との事業統合によりさまざまな 
バックグラウンドを持つ企業

■設立の背景と会社の概要について教えてください．
NTTビズリンクは企業向けデータセンタサービスを提供する，

ホスティング・ASP（Application Service Provider）事業者と
して2001年に設立されました．2003年にNTTフェニックス通信
網の「テレビ会議多地点接続サービス事業」，2004年にNTT-ME
の「データセンタ事業」，2005年にぷららネットワークスの「ア
カウントアグリゲーションサービス」，2007年のNTTコミュニケー
ションズ70％，NTT東日本30％の出資からなる共同出資会社化に
伴い，NTTコミュニケーションズのデータセンタ運用事業を当社
が引き継ぎました．このような経緯を活かして，私たちは，設立
以来20年以上にわたり，法人のお客さまのICTパートナーとして，
ビデオ通信やシステムインテグレーションを中心としたコミュニケー
ション＆コラボレーション事業，およびデータセンタの運用・工
事を担うデータセンタソリューション事業に磨きをかけてきました．
そして，2022年からはドコモグループの一員として法人事業ブ

ランド「ドコモビジネス」の下，法人のお客さまにトータルソリュー
ションをワンストップで提供しています．
当社は，「共冠：Vision fi rst」「共歓：Customer fi rst」「共観：
Action first」「 共 敢：Innovation first」「 共 間：
Communication fi rst」「共完：Settlement fi rst」の 6つの“思考”
と，「スマートなICT」「スマートなValue」「スマートな働き方」「ス
マートな数字目標」の 4 つの“実考”からなる「Empathy & 
Smart （共感 ＆ スマート）」をビジョンとして掲げ，「私がやり

ます．お客さま企業・その人々・その社会のために，そのワクワ
クする夢・感動のために，未来を超えるビシネス・リンクの価値
のために，私は加わります，実現します，拡げます，続けます．」
という言葉に思いを込めた，“Challenge & Innovate”を合言葉に，
これからも技術の変化を先取りし，お客さまやパートナーの皆様
の声に耳を傾け，社員一同一層の努力を重ねていきます．

■どのような事業展開をしているのでしょうか．
近年，デジタル技術を活用して企業のビジネスや社会全体に変
革をもたらす取り組みであるDX(デジタルトランスフォーメーショ
ン )や 顧 客体験や顧客経験価値を高めるCX(Customer 
Experience)はどの企業においても非常に注目されています．
当社はお客さまが求めるDX/CXのニーズに合わせて，以下の

ような事業を展開しています．
①　NTTグループで培ったデータセンタのノウハウや技術によ

り，導入コンサルティングから設計，構築，24時間365日のオン
サイト運用，セキュリティシステムや省人化を実現する総合ソ
リューションをワンストップで最前線に立って提供．また，NTT
グループおよび外部のデータセンタ，オペレーションサービスの
提供（常駐データセンタ約40拠点，駆け付けデータセンタ約50拠
点，遠隔受付約30拠点（図 1）．
②　NTTグループの堅牢なデータセンタ内で提供するICT基盤

を活用して，クラウド・ゼロトラスト化のコンサルティングや構
築からサーバ攻撃などに備える24時間365日の運用監視やセキュ
リティに貢献するインフラ＆セキュリティーソリューション提供．
③　オフィスのウェルビーイングに貢献する快適なコミュニケー

NTTビズリンク
浦宗陽社長

NTTビズリンクは，設立以来20年以上にわたり，法人のお客さまに，ビデオ通信やシス
テムインテグレーションを中心としたコミュニケーション&コラボレーション，およびデー
タセンタの運用・工事を担うデータセンタソリューションを，トータルソリューションと
してワンストップで提供しています．「Empathy & Smart （共感 ＆ スマート）」をビジョ
ンとして掲げ，「Challenge & Innovate」を合言葉に，法人のお客さまのICTパートナー
として歩み続ける浦宗陽社長に，多様な事業分野をバックグラウンドとしたトータルソ
リューションと，「もっとお客さま側へ / お客さまを創造する」に込めた思いを伺いました．

NTTビズリンク株式会社
https://www.nttbiz.com/

「もっとお客さま側へ / お客さまを創造する」
お客さまに寄り添い，お客さまの課題解決・ビ
ジネス変革のために貢献

URL https://journal.ntt.co.jp/article/33793

DOI https://doi.org/10.60249/25053002
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ションのトータルコーディネート（映像・音響など）．失敗でき
ない映像イベントのサポートや常設型配信プラットフォーム，イ
ンターネットを利用した簡単・便利な配信などについて提案・設
計から構築・運用・サポートまで，映像イベント＆配信ソリューショ
ンをワンストップで提供．
④　現場の人手不足や生産性向上に貢献する，遠隔作業支援な

どの映像サービスや，建物や施設の調査や情報の見える化などコ
ンサルティング・ソリューション提供．スマートグラスやタブレッ
トを用いた映像コミュニケーションによる遠隔作業支援ソリュー
ションや，建物内画像をストリートビューのようにデジタルアー
カイブする“Beamo”など，“現場のDX”を推し進めるさまざまな
ソリューションを提供．
⑤　顧客体験や顧客経験価値を高めるCX強化に貢献するクラウ

ド型コンタクトセンターソリューションの提供．小規模からあらゆ
る規模で迅速に導入可能なクラウド型ソリューションにより，CTI
（Computer Telephony Integration）機能，チャットやあふれ呼
管理機能，これらのトータルなソリューションに，AI（人工知能）
などの先進技術も組み合わせることにも対応するNTTの信頼性に
加えて，迅速かつ柔軟な対応と，お客さまの事業成長と共に歩む
ことをモットーとしたコンタクトセンターソリューションを提供．

ユーザニーズにこたえる確かな提案力と技術力 

■市場環境はどのような状況でしょうか．その中で，どのよ
うな事業に注力されていますか．
近年では，労働人口の減少，価値観の変化，働き方改革の推進

といった背景をふまえて，業務効率化や生産性向上のためのサー
ビス・ソリューションの導入だけではなく，働く場所の快適さを
含む「ウェルビーイング」が重要視されており，従業員の心身健
康を支えるオフィス環境を整えることの市場ニーズが高まってい
ます．加えて，クラウドサービスの利用拡大，すべての通信を信
頼しないことを前提に，さまざまなセキュリティ対策を講じるゼ
ロトラスト化などにより，特に，ICTにかかわる社内リソースが
不足している中堅中小企業におけるセキュリティの強化やシステ
ムやネットワークの運用効率化については課題になっており，こ
のようなお客さまの業務課題をトータルで解決することが求めら
れています．
こうした課題に対して，当社は単にサービス導入の提案・提供

だけではなく，企業のセキュリティ対策やネットワークの監視運
用なども総合的にご提案し，お客さまに代わり，お客さまシステ
ムの問題解決をサポートする運用保守まで積極的に行っています．
お客さま課題をトータルで解決するソリューションの 1つとして，
長年，映像コミュニケーションのパイオニアとして培ってきた知
見を活かした，オフィスの映像・音響システムのトータルコンサ
ルティングに力を入れています．
典型的な導入事例として，当社が映像・音響面でトータルコー

ディネートさせていただいたNTT都市開発の手掛ける「アーバ
ンネット御堂筋ビル」があります．開発時の課題として，
・これまでにない「ウェルビーイングを実現するワークプレイス」
を実現するため，特定のメーカに偏ることなく，真に空間に適し
た映像・音響システムをトータルコーディネートする必要があった．
・「リフレッシュスペース」として 1つひとつのインテリアやデ
ザインにもこだわりぬいた空間のため，その世界観にフィットし
た機器を選定するのが困難だった．
ということがありました．これらに対して，NTTビズリンクは，数
ある製品の中から品質とコストを両立する最適なものを提案し，上
質なリフレッシュスペースの実現をサポートすることをめざして，ウェ
ルビーイングを実現する新たなオフィスビルで，入居者に高い満足
度をもたらす共用スペースの映像・音響システムを導入しました（図
2 , 3）．その結果，共用スペースの映像・音響システムの充実ぶ
りを入居の決め手に挙げる企業が多い中， 1つひとつの製品を熟
知した熱量の高い提案によって，映像・音響環境を整える側面か
らウェルビーイングを支援することで，要望以上の理想の空間が
実現でき，入居者から高い評価をいただくことができました．また，
建物利用者の健康とウェルネスを高める空間づくりを評価する
「WELL認証（WELL Core）」ゴールドランクを西日本エリアの
賃貸ビルで初めて取得しました．

■今後の展望についてお聞かせください．
市場の変化は速く，お客さまのニーズも多様化する中，お客さ

まと積極的なコミュニケーションを取り信頼関係を築く，お客さ
まの声を聞き，フィードバックを積極的に取り入れ，サービスの
改善に役立てお客さまに合わせたサービス・ソリューションを提
供し，お客さまの満足度を高めることが重要だと考えています．
NTTビズリンクは，「もっとお客さま側へ / お客さまを創造する」
を合言葉に，一味違う営業力・ソリューション力でお客さまの課
題解決に挑戦し続けたいと思っています．

図 1　データセンタ拠点 図 2　アーバンネット御堂筋ビルの共用スペース 図 3　共用スペースの映像システム
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お客さまの運用課題から導き出す新たな
価値を創造し，社会やビジネスに貢献する

プラットフォーム本部　 
プラットフォーム運営部 
担当課長

桝谷勝久　さん

■どのような業務を行っているのでしょうか．
システムエンジニアとして，お客さまの社内ネットワークの構
築や，Wi-Fiアクセスポイントの設計・構築などを担当しています．
要件定義から設計，機器の設定，通信試験，工事などを行ってお
り，特に，ネットワーク運用における効率化や環境整備に注力し
ています．
お客さまのオフィス回帰・ワークスタイル変革に伴い，オフィ
スのリノベーションや既存オフィスの課題への問合せを多くいた
だいており，特にWi-Fi関連での問合せも多く，NTT コミュニケー
ションズをはじめとするNTTドコモグループ，NTTグループ各
社にもご支援をいただきながらお客さま提案を進めています．
2024年度は，文部科学省のGIGAスクール構想実現に向けた事

業の1つである「GIGAスクール構想における教育現場の環境整備」
で提供した当社のマルチプラットフォーム監視可視化のサービス
「マルモ」を活用した案件で，NTT Com DD社からの紹介もい
ただき，初挑戦したCatalyst Meraki D- 1 グランプリに参加し
ました．
Catalyst Meraki D- 1 グランプリは，シスコシステムズの

Meraki（ダッシュボード）およびCatalyst（ネットワーク製品）
が公開しているAPI（Application Programming Interface）を
利用して，サードパーティ製品やソリューションと組み合わせる
ことで新たな価値を創造し，社会やビジネスに貢献できる作品を
競い合うコンテストで，私たちはそのテーマの中から，「教育・
労働改革」を選択しました．
小・中・高等学校の教育現場では，ネットワーク環境は整備さ

れているにもかかわらず，いざPCやタブレットを活用した授業
を行う際に，「通信状況が悪い，つながらない」，あるいは「今日
はつながらないかもしれない」といったネットワークの混雑状況
が怖くて結局紙の教材も授業に持って行ってしまう，という声が
ありました．この問題を解決するために，NTTビズリンクが提供
している，マルチプラットフォーム監視可視化クラウド「マルモ」
を活用することで，リアルタイムでのWi-Fi通信情報と，時間割
型の混雑情報の閲覧を実現しています（図 4）．
本コンテストでは，帯域を考慮したデジタル授業を実施するた

めのWi-Fi通信の利用状況を教職員が簡単に把握できる点や，ネッ
トワーク管理ツールを操作したことがない教職員が，デジタル授
業を運営する際に使うことを考慮した設計が評価され，アイデア
賞受賞しました．

■今後の展望についてお聞かせください．
お客さまの新しいワークスタイルに対応したネットワークソ

リューションや，多様なデバイスの利用によるネットワークの効
率的な管理と強固なセキュリティ対策など，お客さまの課題に寄
り添った総合的なネットワークソリューションの提供を行い，社
会やビジネスの発展に貢献していきたいです．

■社会福祉法人ふる里学舎の月 1回のパン販売＆経営幹部によるコーヒー提供「カフェ春日」
障害者福祉向上のため，共同生活支援，就労支援，放課後デイサービス等の多機能拠点とし
て活動している「社会福祉法人ふる里学舎」で製造する手づくりパンを毎月 1回お昼に販売を
行っているとのことです（写真）．販売されているパンは，惣菜系から甘系まで種類が豊富で，
価格もリーズナブルなため，当日は出遅れると欲しいパンが買えないほどの大盛況だそうです．
また，パン販売の日に合わせて，定期的に「カフェ春日」と題し，浦社長自らがこだわり選ん
だコーヒー豆でいれたおいしいコーヒーを社員に振る舞っています．その他の幹部もエプロン
をつけ，コーヒーサーブを手伝っているそうです．

NTTビズリンク ア ･ラ ･カ ･ル ･ト

図 4　Wi-Fi通信情報と，時間割型の混雑情報の閲覧を実現する学校Wi-Fi交通情報Web

写真　「カフェ春日」と手づくりパンの販売
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目視での建物点検を画像異常検知AIで
代替するための共同検証
NTTファシリティーズとLiLz株式会社（リルズ）は，施設所有者・管理者が直面する施設管理技術者の担い手不足や労務費高
騰などの課題に対応するため，リルズの提供する画像異常検知AI（人工知能）「LiLz Guard（リルズガード）」を活用した検証プ
ロジェクトを共同で開始しました．このプロジェクトは，2024年12月から東京・大阪エリアの管理建物13件を対象に，従来の目視
点検業務の一部をAIによる代替をめざす国内初の試みです．本検証を通じて，2025年度からの本格運用を視野に入れた取り組
みを展開し，建物点検のDX（デジタルトランスフォーメーション）を推進します．

建物維持管理における現状の課題

建物維持管理業界では，担い手不足と業務負担の増大が継続的
な課題となっています．従来の目視点検は技術者の知識と経験に
基づいて行われていますが，熟練技術者の不足，特に高齢化や新
規担い手の減少により，建物点検業務の効率性と精度維持が難し
くなっています．以下に建物点検業務の課題を述べます．
■人的負担の増大
目視点検は，膨大な設備や施設全体の状態を人の五感によって
確認するため，点検業務に多くの時間を要します．さらに，建物
維持管理業界では労働力不足が深刻化しており，点検者の負担が
増加しています．点検業務は人の五感によるという性質上，DX（デ
ジタルトランスフォーメーション）化による代替が難しく，効率
化が進まないという構造的な課題も存在します．
■ミスや見落としのリスク
人的な作業には常にミス・エラー発生のリスクが伴い，特に劣
化状態や経年変化など，微細な異常を見逃す可能性があります．
これにより，設備の劣化が進行する一方で，トラブルの発見や対
応が遅れるケースが生じています．
■運用コストの増加
技術者が建物の目視点検を行えるようになるにはある程度の経
験と時間を要しますが，こうした経験を持つ熟練技術者の不足や
労務費の高騰が，維持管理業務全体の運用コストを押し上げる要
因となっています．このような状況は，企業や施設所有者にとっ
て大きな負担をもたらしています．
こうした状況において，IoT（Internet of Things）技術やAI（人
工知能）技術の進化に伴い，これらの課題を解消するためのソ
リューションが登場しつつあります．特に，画像異常検知技術の
ような新たなアプローチは，点検業務の効率化と品質向上を同時
に実現する手段として注目されています．

共同検証の概要と目的

検証プロジェクトは，NTTファシリティーズとLiLz株式会社（リ
ルズ）の協力により，建物点検業務のDX化を目的として実施し
ています．本プロジェクトは，以下の具体的なステップを含む段

階的な実証を行っています．
■初期実験（2023年度）
NTTファシリティーズは，2023年度よりリルズと共同で，建物

日常点検の，リルズの提供する画像異常検知AIである「LiLz 
Guard（リルズガード）」への代替検証に取り組んできました．
維持管理現場の疑似環境としてモデル設備機械室でリルズガード
の性能試験を実施しました．性能試験において異常状態を検知す
ることができた日常点検項目は以下のとおりです．
・防火シャッター等付近の閉鎖障害物
・給水・汚水制御盤等のランプ故障・不点灯
・照明器具の不点灯個所
・配管・ドレンパン・設備機器等からの漏水
・天井，壁，床や設備機器等の外観破損・剥がれなど
検証の結果，技術者の目視精度以上（検出率97％）で異常を検
知し，ビル運営の管理品質向上に寄与できることが確認できまし
た（図 1）．
■「リルズガード」の管理建物への導入
2024年度には，首都圏および関西エリアの13棟の管理建物を対

象に，「リルズガード」を実運用環境に導入し，人による点検の
異常検知率とAIによる異常検知率の有効性を比較検証し，現場
環境下での信頼性と性能の評価を行っています．これらの検証デー
タに基づき，システムの最適化と運用体制の整備を行い，2025年
度からの本格運用開始をめざしています．
これらの検証は，熟練技術者による目視点検業務をAIで代替し，
省力化と高精度化を同時に実現することを目的としています．ま
た，迅速なトラブル対応や異常の早期発見を通じて，安全性と運
用効率の向上をめざします．

検証に採用した画像異常検知AIの技術的特長

共同検証では，「導入の初期コストが抑制できること」「運用時
のカメラ自体のメンテナンス作業の負担が少ないこと」「広範囲
の建物設備に設置可能なこと」「点検用IoTカメラの初期設定に
専門知識を要しないこと」を特長に持つ，「リルズガード」を採
用しました．「リルズガード」の具体的な特長は下記のとおりです．

URL https://journal.ntt.co.jp/article/33791

DOI https://doi.org/10.60249/25053101
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■点検用IoTカメラ
・ LTE（Long Term Evolution）通信モジュールおよびリチウ
ムイオン電池を内蔵しており物理的な電源ネットワーク工事
が不要
・   低消費電力設計により 1日当り約 3回の撮影頻度で充電なし
で約 3年間の継続使用が可能
・ 外部信号を受信し自動撮影機能を持つIoTカメラへの代替も
可能
・ 外部信号受信機能を持っており外部からの撮影コントロール
が可能

■育成型画像異常検知AI
・ 4 枚の正常画像の学習により異常検知が可能な判定モデル
（図 2）
・ 異常画像の範囲や異常値の閾値をIoTカメラ単位に設定が
可能
・ 撮影画像の学習データへの追加による異常検知精度が継続的
に向上

■クラウドベースのインタフェース
・ ユーザによるクラウド上での異常検知IoTカメラの初期設定
（図 3）

図 2　少量画像の学習による異常検知

(a) 正常状態写真 (b) リルズガードの検知画像

図 1　閉鎖障害物の異常検知事例

NTTファシリティーズ
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■異常通知機能
・ 外部連携用API（Application Programming Interface）に
より，メールやチャットツールでのさまざまな異常通知が
可能

今後の展望

本共同検証の次なるフェーズとして，NTTファシリティーズ管
理物件13ビルにおけるPoC（Proof of Concept）を踏まえ，
2025年度内にNTTファシリティーズ管理建物への本格運用を開
始する見込みです．検証期間中に収集された運用データを基に，
改善点を洗い出すとともに，最適な運用体制の構築をめざします．
また，目視以外の五感代替ソリューションも，本共同検証によっ
て段階的に実証を進め，順次導入をめざしていきます．これによ
り，従来の人手による点検では把握しきれなかった異常状態の監
視が可能となり，従来の人手による点検に代わる新たな手法の実
現が期待されます．

お わ り に

NTTファシリティーズは，これまで技術者のノウハウに支えら
れて提供してきた安心で安全なサービスを今後も継続していくた
めに，技術者の負担軽減とお客さまサービス品質の向上を両立さ
せる建物維持管理のDXを推進しています．この取り組みにより，
施設所有者や管理者が直面する課題の解決に貢献することをめざ
しています．
リルズとは今後も継続して共同検証を進め，五感点検を代替す
るIoT・AIソリューションの開発・提供を進めることで，建物維
持管理業界の課題解決に貢献します．

◆問い合わせ先
NTTファシリティーズ
 経営企画部　広報担当

図 3　クラウドでのインタフェース
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